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東武動物公園とMIYASHIROエコ★スターズ
が連携して、東武動物公園駅から東武動物公
園東ゲートまでのアプローチエリアの美化活
動を行いました。5月9日、連休明けの実施とい
うこともあり、タバコの吸い殻や食べ物の容器
などのごみが目立ちました。エコ★スターズの
みなさんは日々の活動で培った経験を発揮し、
植え込みの隙間や道路脇など、見落としがち
な場所にあるごみを次々を見つけ、拾い集め
ていました。　	 広報みやしろ

みやしろ大学開講式と第1回講義が4月21
日、進修館大ホールにて行われました。この
講義は町内在住の60歳以上の方を対象とし
ており、今回は96名の方が出席しました。講
師は杉戸警察署交通課の佐野弘和氏。本年度
より改正された道路交通法について、自転車
違反に対する手続きがどう変化したのかな
どを教えていただきました。自転車に乗るこ
とが多いみなさんにとって、有益な講義とな
りました。	 生涯学習担当

廃棄物減量等推進員研修会を、4月18日図書館
で開催しました。推進員は、区長・自治会長から
の推薦により現在100名が任命されています。
地域と町を結ぶパイプ役として、分別の徹底や
集積所の清潔保持等の役割を担います。研修会
では、推進員の役割や正しい分別、今年の12月
から「資源プラスチック類」は「燃やせるごみ」に
分別が変更になることなどを説明しました。今後
も推進員と町が連携しながら、ごみの減量・資源
化を進めていきます。	 資源循環担当

川端集会所で川端連合自治会（川端一区・二区・
三区）による恒例のお花見会が3月29日に開催
されました。集会所前の桜も満開で、フランクフ
ルトや枝豆、生ビールやジュースなどが振舞わ
れ、日頃会話をする機会が少ない方々が集まっ
てお喋りを楽しんでいました。参加者の一人は
「地元の顔見知りが増えるので、こういう機会は
貴重ですね」と話してくれました。子ども達の参
加もあり、老若男女が楽しめる素敵なお花見会
でした。	 地域振興担当
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